
国宝　倭漢抄下巻第二巻

「陽明文庫の歴史と名品」 名和　修（財団法人陽明文庫・文庫長）
「近衞家歴代関白記録の伝来」 尾上　陽介（東京大学史料編纂所・准教授）
「禁裏文庫の伝来の歴史」 田島　公（東京大学史料編纂所・教授）
「東京大学史料編纂所の事業と史料保存」 榎原　雅治（東京大学史料編纂所・所長）

王朝の
「雅」を伝える
公家文庫

［主催］ 東京大学史料編纂所　
　　　 科学研究費補助金（学術創成研究費・研究代表者 田島 公）「目録学の構築と古典学の再生―天皇家・公家文庫の実態復原と伝統的知識体系の解明―」
［後援］ 財団法人陽明文庫
［問い合わせ・申し込み先］ 東京大学史料編纂所 学術創成研究費事務局　
〒113-0033 東京都文京区本郷7-3-1 東京大学史料編纂所　Fax.03-5841-5956 Tel.03-5841-5995 Mail.gs-miyabi2011@hi.u-tokyo.ac.jp　http://www.hi.u-tokyo.ac.jp/index-j.html

2011年10月1日（土） 
12時45分～16時30分（開場12時）

会場／一橋記念講堂
（東京都千代田区一ツ橋2-1-2 学術総合センタービル2F）   

参加費無料、定員450名（定員になり次第、締め切ります）

―禁裏文庫の歴史と陽明文庫の名品―

東京大学史料編纂所は、

国内外に残されている古代から明治維新に至る

日本の歴史に関係する史料を調査・蒐集し、

その研究成果をふまえて、日本史研究の基礎となる

史料集（『大日本史料』『大日本古記録』など）を

編纂・出版する研究所です。

また、さまざまな方法で複製史料を作成し、

図書室やＷｅｂサイトにおいて広く公開しています。

今回のセミナーでは、本所の事業および

学術創成研究費「目録学の構築と古典学の再生」の

研究成果をわかりやすくお話しします。

東京大学史料編纂所セミナー東京大学史料編纂所セミナー

四季花鳥図屏風 左隻

国宝　御堂関白記重文　宮城図



［主催］ 科学研究費補助金（学術創成研究費・研究代表者 田島 公）「目録学の構築と古典学の再生―天皇家・公家文庫の実態復原と伝統的知識体系の解明―」
［共催］ 立命館大学（予定）
［後援］ 財団法人陽明文庫／東京大学史料編纂所（予定）
［お問い合わせ先］ 学校法人立命館　社会連携課　担当／古橋・矢吹　TEL：075-813-8110　FAX：075-813-8167　E-mail：youmei@st.ritsumei.ac.jp
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一橋記念講堂

2011年10月1日（土） 12時45分～16時30分（開場12時）

東京大学史料編纂所セミナー

王朝の「雅」を伝える公家文庫 
―禁裏文庫の歴史と陽明文庫の名品―

学術創成研究費「目録学の構築と古典学の再生」は、天皇家の文庫（禁裏文庫）や主要公家文庫収蔵史料の

デジタル化の推進、天皇家ゆかりの蔵書群である東山御文庫本・伏見宮家本の「デジタル画像内容目録」の作

成、日本古典研究の研究補助ツールの充実、などを通して、「知のネットワーク」で結ばれた公家社会の文庫群の

復原や伝統的知識体系の解明により日本古典学の研究基盤の再生、および日本独自の目録学の構築に取り組ん

でいます。

「陽明文庫」(管理者：名和修文庫長)とは1938年（昭和13年）に当時の内閣総理大臣近衞文麿(近衞家29代当

主)が、仁和寺の北西部に設立したものです。藤原道長自筆日記で、ユネスコの「世界の記憶」(「世界記録遺産」

/Memory of the World)に推薦される「御堂関白記」(国宝)、名筆の集大成である「大手鑑」（国宝）、美麗な唐

紙に和漢朗詠集を書写した「倭漢抄」（国宝）等、五摂家の筆頭である近衞家が宮廷文化の中心として護り伝え

てきた貴重な文書や宝物を収蔵しています。

お申し込み方法

①氏名（複数人参加の場合は代表者名）、②ご住所、③電話番号、④メールアドレス又はFAX番
号、⑤代表者以外の参加者氏名、⑥合計人数、を事務局宛にメール、FAXまたは書面でお申し込み
ください。折り返し参加証をお送りいたしますので、当日ご持参ください。
[申し込み先]　Mail.gs-miyabi2011@hi.u-tokyo.ac.jp　Fax.03-5841-5956

所在地
東京都千代田区一ツ橋2丁目1番2号　学術総合センタービル２F

交通機関
◆東京メトロ半蔵門線、都営地下鉄三田線、都営地下鉄新宿線・神保町駅下車A8出口から徒歩3分
◆東京メトロ東西線・竹橋駅下車1B出口から徒歩4分
※会場に参加者用の駐車スペースはございません。

一橋記念講堂へのアクセス

2012年
1月22日（日）・1月29日（日）
2月5日（日）・2月12日（日）・2月19日（日）

立命館大学朱雀キャンパス

名和　修（財団法人陽明文庫文庫長）、金田章裕（人間文化研究機構機構長）、
熊倉功夫（静岡文化芸術大学学長）、島谷弘幸（東京国立博物館副館長）、
藤井譲治（京都大学大学院文学研究科教授）、桃崎有一郎（立命館大学文学部講師）他（予定）

２０１１年度 「陽明文庫講座」（予告）
本研究プロジェクトでは、陽明文庫所蔵資料全目録のデジタルデータ化を初めて行うと共に、

藤原氏（近衞家）歴代関白の日記を中心とする「十五函文書」等、同文庫所蔵の貴重資料のデジタル化に取り組んでいます。
ご好評をいただいた昨年度講座に引き続き、今年度も５回９名の講師により、
近衞家に伝来した古典籍、古文書、絵画、書蹟などの名品を紹介いたします。

開催日程 会　場

講　師
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